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１ 回答者の属性

このアンケートを回答したのはどのような人々か

新型ウィルス禍と回答期間の短さから過去最低の 217件となった。

第 112回：調査時期：令和 2年 3月 17日～3月 27日
回収数：217件（令和 2年 2月末日会員数 2,260名、回収率 9.6%）
方法：edoyuアンケートシステム（Web）、及び FAX 
回答方法

№ カテゴリ 件数 割合% 件数 割合% 構成比増減
1 WEB 285 92.8 216 99.5 6.7
2 FAX 22 7.2 1 0.5 -6.7
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 307 307 217 217 -90

1.業種
№ カテゴリ 件数 (除不)% 件数 (除不)% 構成比増減
1 製造業（生産財） 21 6.9 18 8.3 1.4
2 製造業（消費財） 24 7.8 26 12 4.2
3 建設業（建築） 22 7.2 18 8.3 1.1
4 建設業（土木） 8 2.6 6 2.8 0.2
5 建設業（設備） 18 5.9 12 5.6 -0.3
6 商業・流通業 39 12.7 30 13.9 1.2
7 サービス業（対事業所） 104 34 60 27.8 -6.2
8 サービス業（対個人） 70 22.9 46 21.3 -1.6
不明 1 0 1 0
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 307 306 217 216 -90

2.従業員数
№ カテゴリ 件数 (除不)% 件数 (除不)% 構成比増減
1 0名～5名 109 35.6 79 36.6 1
2 6名～10名 62 20.3 39 18.1 -2.2
3 11名～20名 52 17 38 17.6 0.6
4 21名～30名 30 9.8 20 9.3 -0.5
5 31名～50名 16 5.2 19 8.8 3.6
6 51名～100名 16 5.2 9 4.2 -1
7 100名以上 21 6.9 12 5.6 -1.3
不明 1 0 1 0 0
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 307 306 217 216 -90
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２ 全体の景況判断

(ア) 全体の景況感

景況感各種 DI（よいー悪い）の状況はどうなっているか
1月後半からのコロナウィルス問題の影響が拡大し、転落というべき急速な全面的悪化と

なった。

全体の推移

今回数値 前回からの変動 

景況感 DI -27.2 -25.5
売上高 DI -28.1 -33.1
利益 DI -28.6 -25.0
新規受注 DI -26.3 -26.9
次期予想 DI -52.2 -60.3
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景況感は現況判断のため、同期比較すると以下のような推移となっている。
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(イ) 各項目の状況

今期景況感 DI 
2020年 1～3月期の貴社の景況判断はいかがでしたか。

「よい」側や「普通」から「悪い」側へシフトし、25pt以上悪化の-27.2となった。

「悪い」側が多い一方で「普通」も僅差で高く、底堅いかまだ影響が及んでい

ない企業が存在しているが、後者の可能性が高いと悪化はさらに続くと考えられ

る。
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売上高 DI 
2020年 1～3月期の貴社の「売上高」について、前年同期（2018年 10～12月期）に比較してお答えください。

前回の 5から 33.1の大幅悪化で-28.1と悪転した。「ほぼ横ばい」の動きは景況感より少なく、「増加」側からのシフトが見られた。

景況理由 pickup「売上」（ウィルス問題以外） 

よ
い

前期は商品開発（投資）に注力してきたため販売数／売上は伸びなか
った。しかし今期は、開発した商品が定期的に購入（納入）されてい
る為、上記状況となっている。
売上先が固定しているため
前年が良すぎたため、本年度は売り上げ下がっていますが、大体例年
よりは売上利益ともに上がっている。

普
通

売上は減少しているが、約１年かけて改造した機会が出荷出来たため
売り上げに加算できた。
特殊要因により売上高は大幅に増加したものの、その他は減少。
2月は売上２５％増、３月は２5％減。

悪
い

今年度は 2019 年 4 月から売上の減少があっている。消費税増税前の
注文もそれほどなく、暖冬で冬物も動かなかった。
売上高にこだわらず減収・増益を目指したため。新規受注に関しては
固定客が定着化してきた。
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利益 DI 
2020年 1～3月期の貴社の「利益」について、前年同期（（2019年 1～3月期）に比較してお答えください。

前回マイナス域であったが、「増加」側からさらに「減少」側へのシフトが見られ 25pt悪化の-28.6となった。

 景況理由 Pickup「益」（ウィルス問題以外） 

よ
い

前年が良すぎたため、本年度は売り上げ下がっていますが、大
体例年よりは売上利益ともに上がっている。 

普
通

新規開拓による増収ですが、人材不足における人件費や外注費
の増加により利益は伸びていない。

悪
い

同業他社が先行き不透明感から仕事をめいっぱい取れるだけ取
るような動きをとり、その関係で受注価格が下がり、利益率が
やや低下した
大手企業 1社による減少傾向が足を引っ張る形となったが、新
規先の販路拡大が少しづつ進んでいる事と昨年度の社員増の
為、利益減少となる。 
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新規受注 DI 
2020年 1～3月期の貴社の「新規受注」について、直近期（2019年 10~12月期）に比較してお答えください。

「ほぼ横ばい」はあまり動かず、増加側から減少側へシフトして 26.9pt減の-26.3へ悪転した。

 景況理由 pickup「受注」（ウィルス問題以外） 

よ
い

今期のみの定期ものの受注があったため。
計画的に受注出来た。
民間工事受注増加による。
ニッチニーズ掘り起こし営業活動。遠近問わない営業活動。新規設備投資
による受注機会逸損防止成功、などによる。

普
通

設備部門の工事案件が受注できた為
土木設計の会社であり、国、各自治体の方針に影響されます。単月での業
況では、なかなか、比較が難しいところがあります。
安定した仕事の受注。
同業他社が先行き不透明感から仕事をめいっぱい取れるだけ取るような動
きをとり、その関係で受注価格が下がり、利益率がやや低下した

悪
い

昨年末頃から少しずつ受注が落ちてきた為。
既存顧客のみの対応で新規受注がない。
売上高にこだわらず減収・増益を目指したため。新規受注に関しては固定
客が定着化してきた。
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次期予想 DI 
2020年 4~6月期の貴社の業況をどのように予想されていますか。

前回から 60.3pt減の極端な悪転となり-52.2であった。全体の 6割以上が悪い側の予想としている。

「よくなる」予想は約 1割、「変わらない」は全体の 1/4であった。
「悪くなる」側のうち「非常に悪くなる」は有効回答の 10％程度で、大部分は悪化
については覚悟しているものの、業況の深刻さの程度については測りかねてい

るとみられる。
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３ 主要指標のクロス分析

本クロス分析では「よい」-「悪い」の差である DI
値を前回数値と比較した変動と合わせて評価

している。

以下の表中カッコ内は前回との差であり太字

は前回 DI 値から符号反転したことを示してい
る。

DI 値がプラスである場合はよい回答が多い
ことを示しているため、前回より値が減少しても

プラスである限りは全体の趨勢としてはまだ良

であることを表している。

(ア) 景況感別の動向

景況感の良し悪しはその他の指標とどのような関係にあったか

すべての領域で悪転・悪化または改善減退がみられた。普通以上では新規受注、悪い側で

は売上での影響が大きい。

DI値増加 DI値減少
DI値が正 改善増進 改善減退 0か負から正へ 好転
DI値が負 悪化緩和 悪化 0か正から負へ 悪転

改善の回答が多い
悪化の回答が多い

説
明
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(イ) 業種別の動向

業種別の各指標の状況はどのようであったか

ほぼ全面的に悪化した。特にサービス業（対事業所）は全項目が悪転となった。

(ウ) 従業員規模別の動向

従業員規模の大小は各指標でどのような差が表れたか

すべての層で売上 DIが悪転した。

(エ) 本社地区別の動向

地区別ではどのような状況であったか

全面的に悪転・悪化がみられる。北九州では特に次期予想が悪い。
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４ 経営上の問題点

貴社において、現在の経営上の問題点の内、特に厳しいもの３項目までを選んでご回答ください。

「民間需要の停滞」「取引先の減少」が急伸した。
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■問題点自由回答（コロナウィルス問題を除く）

1. 過剰な人数の従業員。育児休業 2名が戻ってくる予定の為
2. 従業員のスキルアップ。

3. 新人の育成

4. 日本全体のマーケットが停滞する中、国内競争が厳しいことと、一部は福岡の一般消費市場が国内でも期

待度が高いため、中央からの競合が触手を伸ばしてきている。

5. 集客コストの高騰。

6. 売上減少

7. 不景気による売り上げの減少

8. 人材育成

9. 売上の低下、原材料調達が難しくなる恐れ

10. 材料の遅れ、市場景気が悪い
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５ 経営指針書について

作成の状況

経営指針書を作成していますか。また、指針書に基づいた経営を実践していますか。

今回は作成に至っていないという回答割合が 4割あった。

検証状況

「作成し実践している」と回答された方にお尋ねします。毎月、検証（チェック）していますか。

実践している企業のほぼ 99%は一定の頻度で検証している。
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経営指針書の成果

経営指針書の活用は今期景況感の回答にどのように関係しているか

過去 5回分について作成状況別に景況 DIを見ると、作成し実践している企業は

景況 DIの水準は他の回答より高めであった。

各指標 DIの状況
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６ 中同協コロナウィルス問題影響アンケート

(ア) 売上が最も多い事業（回答属性）

その他の主な仕事

1. 対企業専門サービス業務（小区画の再開発業務）

2. サービス業（対事業所）

3. 土木設計

4. 障害者・児福祉業

5. 不動産管理業、仲介業

6. サービス業（対事業所）

7. レンタル、リース、設営業務

14..売上が最も多い事業 （ＳＡ）
№ カテゴリ 件数 (除不)% (全体)%
1 総合工事業 8 4 3.7
2 職別工事業 13 6.4 6
3 設備工事業 12 5.9 5.5
4 食料品製造業 7 3.5 3.2
5 繊維･木材･木製品製造 8 4 3.7
6 印刷･同関連産業 9 4.5 4.1
7 化学･石油製品製造 1 0.5 0.5
8 鉄鋼･非鉄金属製造業 4 2 1.8
9 金属製品製造業 6 3 2.8
10 機械器具製造業 4 2 1.8
11 その他製造業 7 3.5 3.2
12 情報通信 3 1.5 1.4
13 運輸 2 1 0.9
14 卸売 11 5.4 5.1
15 小売 18 8.9 8.3
16 飲食 6 3 2.8
17 不動産･物品賃貸 40 19.8 18.4
18 専門ｻｰﾋﾞｽ 20 9.9 9.2
19 対個人ｻｰﾋﾞｽ 5 2.5 2.3
20 対事業所ｻｰﾋﾞｽ 12 5.9 5.5
21 その他 6 3 2.8
不明 15 6.9
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 217 202 100
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(イ) マイナスの影響に対する対応

マイナスな影響に対する対応内容その他

1. 通常勤務・業務消化

2. 罹患についての予防

3. 現在、どうなるか様子見の状態

4. 様子を見ているところです。

5. 徹底的な衛生管理

6. 社内に対策本部を設置、自己(社員)の衛生管理の徹底、衛生用品の社内備蓄など
7. 顧客への発注機会を創造するアプローチ。

8. 保険

9. マイナスは今のところはない。
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(ウ) 2020年 3月の対前年比売上見込み
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(エ) 財務状況の把握

(オ) 資金繰り
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(カ) 社内対応

(キ) 支援策の認知度

19.コロナ対応（社内） （ＳＡ）
№ カテゴリ 件数 (除不)% (全体)%
1 対応の必要性を感じない 34 16.5 15.7
2 対応に手が回らなかった 20 9.7 9.2
3 対応について社内で会議をした 91 44.2 41.9
4 対応について社内で方針や行動指針を示して共有した51 24.8 23.5
5 対応方針について取引先・顧客へ説明した 10 4.9 4.6
不明 11 5.1
サンプル数（％ﾍﾞｰｽ） 217 206 100



23 

７ 自由回答項目

(ア) 景況理由

うち「コロナ」「ウィルス」「感染」が含まれるものは 45件、（景況「よい」1件、「普通」8件、「悪い」21件、「非常に悪い」14件、不明 1件）

no 
5.今期景況
判断 

1.業種 2.従業員数 3.本社所在地 9.景況判断理由 

1 非常に良い 建設業（設備） 0 名～5名 福岡地区 年度末特有の業界全体における繁忙時期の影響が大きいと思う。 

2 よい 製造業（生産財） 0 名～5名 北九州地区 

前期は商品開発（投資）に注力してきたため販売数／売上は伸びなかった。しか
し今期は、開発した商品が定期的に購入（納入）されている為、上記状況となっ
ている。 

3 よい 製造業（生産財） 6 名～10名 福岡地区 例年通りの忙しさ 
4 よい 製造業（生産財） 11 名～20名 筑豊地区 新型コロナの影響と思われる。 

5 よい 製造業（生産財） 51 名～100 名 県南地区 
ニッチニーズ掘り起こし営業活動。遠近問わない営業活動。新規設備投資による
受注機会逸損防止成功、などによる。 

6 よい 製造業（消費財） 11 名～20名 福岡地区 今期のみの定期ものの受注があったため。 
7 よい 製造業（消費財） 51 名～100 名 北九州地区 生産が例年と変わりがなかったため。 

8 よい 建設業（建築） 11 名～20名 福岡地区 
前年が良すぎたため、本年度は売り上げ下がっていますが、大体例年よりは売上
利益ともに上がっている。 

9 よい 建設業（建築） 31 名～50名 福岡地区 
環境経営において常にリスク管理をしているので、リーマンショックのような手
つまり感はない。常に不景気に備えている 

10 よい 建設業（設備） 6 名～10名 福岡地区 民間工事受注増加による。 
11 よい 建設業（設備） 6 名～10名 福岡地区 官需要 



24 

12 よい 商業・流通業 31 名～50名 福岡地区 広告媒体の選択が良好に推移しているため 
13 よい サービス業（対事業所） 0 名～5名 福岡地区 売上先が固定しているため 
14 よい サービス業（対事業所） 11 名～20名 福岡地区 特になし。 
15 よい サービス業（対事業所） 31 名～50名 福岡地区 昨年が悪かったので 
16 よい サービス業（対事業所） 51 名～100 名 福岡地区 特になし 
17 よい サービス業（対事業所） 100 名以上 福岡地区 計画的に受注出来た。 
18 よい サービス業（対事業所） 100 名以上 福岡地区 経営指針の計画どおりです。 
19 よい サービス業（対個人） 11 名～20名 福岡地区 事業継承にて、新しいニーズを呼び込んでいる 
20 よい サービス業（対個人） 21 名～30名 筑豊地区 1 月は前年割れしていたが、2月は前年より多く、3月も堅調に推移している 

21 普通 製造業（生産財） 6 名～10名 筑豊地区 
売上は減少しているが、約１年かけて改造した機会が出荷出来たため売り上げに
加算できた。 

22 普通 製造業（生産財） 11 名～20名 福岡地区 年度末の市況低迷 

23 普通 製造業（生産財） 31 名～50名 県南地区 
同業他社が先行き不透明感から仕事をめいっぱい取れるだけ取るような動きをと
り、その関係で受注価格が下がり、利益率がやや低下した 

24 普通 製造業（消費財） 0 名～5名 福岡地区 ほぼ例年通り 
25 普通 製造業（消費財） 6 名～10名 福岡地区 暖冬、コロナウイルスによる商品品薄による。 
26 普通 製造業（消費財） 6 名～10名 筑豊地区 特になし 
27 普通 建設業（建築） 0 名～5名 福岡地区 コロナの件で、経済の先行きが不透明さが原因だと思われる 
28 普通 建設業（建築） 6 名～10名 北九州地区 特になし 

29 普通 建設業（土木） 0 名～5名 福岡地区 

弊社は、土木設計の会社であり、行政の競争入札で受注しております。景気の善
し悪しが直撃すると言うよりも、国、各自治体の方針に影響されます。単月での
業況では、なかなか、比較が難しいところがあります。 

30 普通 建設業（土木） 11 名～20名 福岡地区 例年の繁忙期のため 
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31 普通 建設業（土木） 21 名～30名 福岡地区 コロナウイルスの影響は見込んでいない。 
32 普通 建設業（土木） 21 名～30名 福岡地区 先を見ながらの営業努力により落ち込みを回避している。 
33 普通 建設業（設備） 0 名～5名 福岡地区 安定した仕事の受注。 
34 普通 建設業（設備） 6 名～10名 福岡地区 既存の顧客が主なので。 
35 普通 建設業（設備） 21 名～30名 県南地区 顧客先の設備投資が減った 
36 普通 商業・流通業 0 名～5名 福岡地区 １・２月は前年より良かったが、３月は前年割れ。 
37 普通 商業・流通業 0 名～5名 福岡地区 2020 年度の客先での先行き観が不透明の為 

38 普通 商業・流通業 6 名～10名 福岡地区 

4 月からの新年度に向け、新商品や新企画商品の案件があるのですが、コロナの影
響で、中止や時期を延期されたところが多い。又決算前の 3月に駆け込み受注が
あったが、今期はない。 

39 普通 サービス業（対事業所） 0 名～5名 福岡地区 開発に関する業況に変化がないから。 
40 普通 サービス業（対事業所） 0 名～5名 福岡地区 業況不変 
41 普通 サービス業（対事業所） 0 名～5名 福岡地区 営業力の不足 

42 普通 サービス業（対事業所） 0 名～5名 福岡地区 

昨年は 2月に大きめの案件があったが今年はなく、3月に新規案件が確定し、3
か月見るとやや増加になった。コロナの影響で印刷物の通販など 2月から 3月中旬
まで下がったが、その後若干回復しつつある。 

43 普通 サービス業（対事業所） 0 名～5名 福岡地区 新規が増えた分、既存がコロナの影響で減ったため横ばい。 
44 普通 サービス業（対事業所） 0 名～5名 福岡地区 業界の変化で既存事業の需要が低下している 
45 普通 サービス業（対事業所） 0 名～5名 福岡地区 新たな人脈からお客様のご紹介を頂いたので。 
46 普通 サービス業（対事業所） 6 名～10名 福岡地区 世間の人手不足 
47 普通 サービス業（対事業所） 6 名～10名 福岡地区 建物の保守管理で人と接する機会が少ないため 
48 普通 サービス業（対事業所） 100 名以上 福岡地区 予算化されている業務が多いため 
49 普通 サービス業（対事業所） 100 名以上 福岡地区 県外新規支店の稼働が 1月より始まったため。 
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50 普通 サービス業（対事業所） 100 名以上 福岡地区 
新規開拓による増収ですが、人材不足における人件費や外注費の増加により利益
は伸びていない。 

51 普通 サービス業（対事業所） 100 名以上 県南地区 設備部門の工事案件が受注できた為 

52 普通 サービス業（対個人） 0 名～5名 福岡地区 
業態的にそれほど世情に影響を受ける業態ではない、長年の努力によるリピート
性及びご利用いただいた方からのご紹介に助けられています。 

53 普通 サービス業（対個人） 0 名～5名 福岡地区 8 について個人事業の代表が産休から復帰したため。 
54 普通 サービス業（対個人） 0 名～5名 筑豊地区 SNSの更新で地域の方に認知されるようになったため 
55 普通 サービス業（対個人） 0 名～5名 県南地区 弊社の周年催事に力を入れた結果。 

56 普通 サービス業（対個人） 6 名～10名 福岡地区 
顧客ニーズが価格が安い物にサービスを移行していると感じる、得意先も含め景
気が向上している話はほぼ聞かない。 

57 普通 サービス業（対個人） 11 名～20名 福岡地区 顧客の事情による減少コロナウイルスの影響 
58 普通 サービス業（対個人） 21 名～30名 福岡地区 コロナの影響 
59 普通 サービス業（対個人） 21 名～30名 福岡地区 客数増加 
60 普通 サービス業（対個人） 21 名～30名 福岡地区 大きな変化はないが、一人ひとり意識を持つように心がけているもの。 

61 普通 サービス業（対個人） 21 名～30名 筑豊地区 
学校が休校になり、３月１日から、春休み状態になり、朝から子どもたちがたく
さん来たことです。 

62 普通 サービス業（対個人） 31 名～50名 県南地区 特殊要因により売上高は大幅に増加したものの、その他は減少。 
63 普通 サービス業（対個人） 100 名以上 福岡地区 営業力不足 
64 普通 サービス業（対個人） 100 名以上 福岡地区 2 月は売上２５％増、３月は２5％減。 

65 悪い 製造業（生産財） 0 名～5名 県南地区 

今年度は 2019 年 4月から売上の減少があっている。消費税増税前の注文もそれ
ほどなく、暖冬で冬物も動かなかった。新型コロナの影響は 5月辺りから出そうで
ある。 

66 悪い 製造業（生産財） 11 名～20名 筑豊地区 新型感染症によるイベント中止等の自粛による、レンタル関係の減少 
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67 悪い 製造業（生産財） 21 名～30名 県南地区 
昨年の同期～秋までの間はかなりの量の注文を受けていたが、昨年末頃から少し
ずつ受注が落ちてきた為。 

68 悪い 製造業（生産財） 100 名以上 北九州地区 客先の発注減少 
69 悪い 製造業（消費財） 0 名～5名 福岡地区 時節柄あまり良い時期では無いが、若干減少している。消費税増の影響も有る。 

70 悪い 製造業（消費財） 6 名～10名 筑豊地区 
食料品製造ですが、給食やイベントの中止により 3月の売り上げ落ち込みが、著
しい。 

71 悪い 製造業（消費財） 6 名～10名 筑豊地区 新型コロナウイルスの影響あり。 
72 悪い 製造業（消費財） 11 名～20名 北九州地区 3 月予定がコロナウイルス影響によりキャンセルが出ているため 
73 悪い 製造業（消費財） 11 名～20名 県南地区 コロナの影響あり 
74 悪い 製造業（消費財） 21 名～30名 福岡地区 新型コロナウイルス感染拡大の影響による営業活動の制限、受注の減少。 

75 悪い 製造業（消費財） 21 名～30名 福岡地区 

新型コロナウイルスの影響で、飲食店や学校給食等の売上が減少した。また、消費
の低迷により食肉相場価格も安値が続いている為、売上、利益額の減少に繋がっ
ている。 

76 悪い 製造業（消費財） 21 名～30名 福岡地区 
大手企業 1社による減少傾向が足を引っ張る形となったが、新規先の販路拡大が
少しづつ進んでいる事と昨年度の社員増の為、利益減少となる。 

77 悪い 製造業（消費財） 51 名～100 名 福岡地区 既存の仕事の減少 
78 悪い 建設業（建築） 0 名～5名 筑豊地区 全体的に得意先のジリ貧状態が目立つ。 
79 悪い 建設業（建築） 11 名～20名 福岡地区 様々に想定できるが、しかし何故と言う本質はわからない。 
80 悪い 建設業（建築） 21 名～30名 福岡地区 消費税増税後の反動 
81 悪い 商業・流通業 0 名～5名 福岡地区 コロナウイルスによる不安から買い控えが起きているように感じている。 
82 悪い 商業・流通業 0 名～5名 福岡地区 コロナによる客足の減少 

83 悪い 商業・流通業 0 名～5名 筑豊地区 
1 月から販売開始予定の新商品の部品が入らず仕様を変更。販売開始時期が 3月
末にずれ込んだため。 



28 

84 悪い 商業・流通業 0 名～5名 県南地区 地域環境と現状況が重なった為 
85 悪い 商業・流通業 11 名～20名 福岡地区 新規参入、競争激化、など 
86 悪い 商業・流通業 11 名～20名 北九州地区 コロナウイルスの関係 
87 悪い 商業・流通業 31 名～50名 福岡地区 新型コロナウイルス感染拡大による自粛ムード 
88 悪い 商業・流通業 31 名～50名 筑豊地区 卸元の経営も厳しくなっている。 
89 悪い サービス業（対事業所） 0 名～5名 福岡地区 コロナ騒動による自粛ムード 
90 悪い サービス業（対事業所） 0 名～5名 福岡地区 新規開拓が進まない。既存先の売上減少。 
91 悪い サービス業（対事業所） 0 名～5名 福岡地区 既存顧客のみの対応で新規受注がない。 
92 悪い サービス業（対事業所） 0 名～5名 福岡地区 コロナウィルスの影響 
93 悪い サービス業（対事業所） 0 名～5名 福岡地区 新規営業の稼働率が悪かった 
94 悪い サービス業（対事業所） 0 名～5名 福岡地区 支店閉鎖の為 
95 悪い サービス業（対事業所） 0 名～5名 筑豊地区 新型コロナの影響 
96 悪い サービス業（対事業所） 0 名～5名 福岡県外 今回のコロナが相当影響している。 

97 悪い サービス業（対事業所） 6 名～10名 福岡地区 
新規開拓が思った以上にできなかった。少なからずとも 2月、3月新型コロナウイ
ルスの影響はあったように感じる。 

98 悪い サービス業（対事業所） 11 名～20名 福岡地区 ５人以上での開発場所の減少。 
99 悪い サービス業（対事業所） 11 名～20名 福岡地区 コロナによる来店客減少 
100 悪い サービス業（対事業所） 31 名～50名 福岡県外 コロナウイルスによる売上減少。 
101 悪い サービス業（対事業所） 51 名～100 名 福岡地区 既存顧客が多い 
102 悪い サービス業（対個人） 0 名～5名 福岡地区 コロナウイルスの影響大 
103 悪い サービス業（対個人） 0 名～5名 福岡地区 新型コロナウィルスの発生による航空機の運休、移動制限による 
104 悪い サービス業（対個人） 0 名～5名 北九州地区 販売物件が少ない。販売単価が低い。 
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105 悪い サービス業（対個人） 0 名～5名 筑豊地区 
売上高にこだわらず減収・増益を目指したため。新規受注に関しては固定客が定
着化してきた。 

106 悪い サービス業（対個人） 0 名～5名 県南地区 ホームページが認知されだした 
107 非常に悪い 製造業（消費財） 6 名～10名 福岡地区 人の動きが少ない。 
108 非常に悪い 製造業（消費財） 6 名～10名 福岡県外 コロナウイルス 
109 非常に悪い 製造業（消費財） 31 名～50名 福岡地区 コロナウィルス感染拡大防止による学校休校での影響 
110 非常に悪い 商業・流通業 6 名～10名 筑豊地区 コロナ問題 

111 非常に悪い サービス業（対事業所） 0 名～5名 福岡地区 

コロナウィルスの件で韓国から契約の為に日本に来ること不可能となった。また、
新規大型契約に関して日本での案件視察等が中止になり、すべての契約が先延ば
しになりつつある。 

112 非常に悪い サービス業（対事業所） 6 名～10名 福岡地区 景気後退？コロナ？ 
113 非常に悪い サービス業（対事業所） 11 名～20名 福岡地区 コロナウィールス 
114 非常に悪い サービス業（対事業所） 21 名～30名 福岡地区 新型ウイルスにて、イベント中止や卒業式中止などの影響にて 

115 非常に悪い サービス業（対事業所） 21 名～30名 福岡地区 

今期にはいり、求人情報誌の売上が低迷。ネットでの売上で落ち込んだ分をカバ
ーできなかった。後半、下げ止まりはしたが、対前年比からすると落ち込みは厳
しい。2月中旬あたりからコロナウィルスの影響もあったのかもしれない。特に中
国人の旅行者が激減したためにインバウンドでの売り上げ低迷が影響している。
例えばホテル関係はホテルのベッドメイキングの求人はすぐにストップがかかっ
た。 

116 非常に悪い サービス業（対事業所） 31 名～50名 県南地区 コロナ→2月 89%、3月 20％（売上前年比） 
117 非常に悪い サービス業（対個人） 0 名～5名 福岡地区 中国からのウィルスの影響 
118 非常に悪い サービス業（対個人） 0 名～5名 筑豊地区 新型コロナウィルスによる影響 
119 非常に悪い サービス業（対個人） 6 名～10名 福岡地区 コロナウイルスによる顧客の減少。 
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120 非常に悪い サービス業（対個人） 6 名～10名 福岡地区 

お客様への訪問活動が激減した（コンプライアンス遵守に伴い、面談契約をしな
ければならないため）郵送対応ができる部分は、電話対応に切替えたが、訪問活
動に繋がらず売上の減少となった。 

121 非常に悪い サービス業（対個人） 11 名～20名 筑豊地区 コロナの影響 
122 非常に悪い サービス業（対個人） 21 名～30名 福岡地区 消費税増税からのコロナウイルスにより消費が冷え込んでいる 
123 非常に悪い サービス業（対個人） 31 名～50名 県南地区 新型コロナウイルス 
124 - サービス業（対事業所） 11 名～20名 筑豊地区 例年の受注 
125 - サービス業（対個人） 0 名～5名 福岡地区 競合他社参入やコロナの影響は多分にあります。 
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(イ) 経営上の問題その他

No 5.今期景況判断 1.業種 2.従業員数 3.本社所在地 11.経営上の問題点その他 
1 非常に良い 建設業（設備） 0名～5名 福岡地区 コロナの影響がどうなるのか。 
2 よい 建設業（設備） 6名～10名 福岡地区 コロナ 
3 よい サービス業（対事業所） 11 名～20名 福岡地区 従業員のスキルアップ。 

4 よい サービス業（対事業所） 11 名～20名 福岡地区 

日本全体のマーケットが停滞する中、国内競争が厳しいことと、一部は福岡
の一般消費市場が国内でも期待度が高いため、中央からの競合が触手を伸ば
してきている。 

5 よい サービス業（対個人） 0名～5名 福岡地区 過剰な人数の従業員。育児休業 2名が戻ってくる予定の為 
6 よい サービス業（対個人） 21 名～30名 筑豊地区 新人の育成 
7 普通 商業・流通業 0名～5名 福岡地区 売上の低下、原材料調達が難しくなる恐れ 
8 普通 サービス業（対事業所） 6名～10名 福岡地区 コロナにおける消費 
9 普通 サービス業（対事業所） 11 名～20名 福岡地区 コロナ関連による減少 
10 普通 サービス業（対個人） 21 名～30名 福岡地区 コロナの影響 
11 普通 サービス業（対個人） 100 名以上 筑豊地区 人材育成 
12 悪い 製造業（消費財） 11 名～20名 県南地区 材料の遅れ、市場景気が悪い 
13 悪い 商業・流通業 0名～5名 福岡地区 集客コストの高騰。 
14 悪い 商業・流通業 0名～5名 筑豊地区 不景気による売り上げの減少 
15 悪い サービス業（対事業所） 0名～5名 筑豊地区 売上減少 
16 悪い サービス業（対事業所） 51 名～100 名 福岡地区 コロナの影響 
17 悪い サービス業（対個人） 0名～5名 福岡地区 コロナによる影響大 
18 悪い サービス業（対個人） 21 名～30名 福岡地区 新型コロナの影響 
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19 非常に悪い サービス業（対事業所） 21 名～30名 福岡地区 コロナウィルスでお取引先の経営悪化が予測される。採用手控えに結びつく 
20 非常に悪い サービス業（対事業所） 31 名～50名 県南地区 コロナによるオールキャンセル 
21 非常に悪い サービス業（対個人） 0名～5名 福岡地区 コロナウイルスの影響 
22 非常に悪い サービス業（対個人） 51 名～100 名 北九州地区 コロナによる客数の減少 


